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序章 はじめに 

１ 背景・目的 

我が国において、人口減少や少子高齢化が急速に進む中、地方の人口減少に歯止めをかける

とともに、東京圏への人口の過度の集中を是正し、将来にわたって活力ある社会を維持してい

くことを目的として、2014（平成 26）年 11 月に「まち・ひと・しごと創生法」が成立しまし

た。 

この法律において、市町村は地域の実情に応じ、まち・ひと・しごと創生に関する施策の基

本的な計画を定めるよう、努めなければならないこととされました。 

本町では、国において策定した「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」(以下｢長期ビジョ

ン｣という。)及び「まち・ひと・しごと創生総合戦略」(以下｢総合戦略｣という。)を踏まえ、

2015（平成 27）年 10 月に「森町人口ビジョン及びまち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定

し、様々な施策を推進してきました。 

2019（令和元）年 12 月には、国の「長期ビジョン（令和元年改定版）」及び「第２期総合戦

略」が策定されたことを踏まえ、本町における「第２期人口ビジョン及びまち・ひと・しごと

創生総合戦略」を策定するものです。 

２ 人口ビジョン及び総合戦略について 

国では、人口急減・超高齢化という直面する大きな課題に対し、政府が一体となって取り組

み、各地域がそれぞれの特徴を活かした自立的で持続的な社会を創生できるよう、まち・ひと・

しごと創生本部を設置し、2014（平成 26）年 12 月に「長期ビジョン」及び「総合戦略」を策

定しました。また、2019（令和元）年 12月には、「長期ビジョン（令和元年改訂版）」及び「第

２期総合戦略」を策定しました。 

静岡県においては、国の取り組みを踏まえ、「美しい“ふじのくに”まち・ひと・しごと創

生「長期人口ビジョン」「総合戦略」」を策定しています。 

こうした中、「第２期森町人口ビジョン及びまち・ひと・しごと創生総合戦略」は、国や静

岡県が示す方向性を踏まえるとともに、総合計画をはじめとする町の各個別計画との整合に留

意して策定するものです。 
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第１章 人口ビジョン 

１ 人口ビジョンの概要 

（１）人口ビジョンの位置づけ 

森町人口ビジョンは、町内の人口の現状を分析し、現状分析で把握した課題を踏まえ、町民

の結婚・出産・子育てや、定住・移住に関する意識等を把握したうえで、目指すべき将来の方

向を示し、自然増減や社会増減に関する見通しを立て、町の将来の人口を展望します。 

 

（２）人口ビジョンの期間 

第２期森町人口ビジョンの対象期間は、2060（令和 42）年度までとします。 
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２ 森町の概況 

（１）総人口 

○森町の人口を国勢調査で見てみると、1995(平成７)年の 21,321 人をピークに減少に転じて

います。 

○日本全体では、2008（平成 20）年をピークに減少に転じる中、国立社会保障・人口問題研究

所（以下、「社人研」という。）の推計によると、森町の人口は、2015（平成 27）年以降も減

少傾向が続き、2060(令和 42)年では約 10,000 人となり、ピーク時の人口から約半数にまで

減少するものと見込まれます。 

   
図表１-１ 人口の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）年齢別人口                                            

○人口構成を年齢３区分別にみると、将来的には年少人口（0～14 歳）、生産年齢人口（15～64

歳）の更なる減少により、2050（令和 32）年には生産年齢人口と老年人口（65 歳以上）の

比率が逆転する見込みとなっています。その後、2060（令和 42）年に向かって老年人口と生

産年齢人口の比率の差が開いていく見込みになっています。 

 

図表１-２ 年齢３区分人口の推移 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

資料 2015（Ｈ27）年まで国勢調査 2020（R2）年以降は社人研推計値 

1995 年がピーク 

53.2％に減少 

将来推計（社人研） 

資料 2015（平成 27）年まで国勢調査 2020（令和２）年以降は社人研推計値 

※社人研：国立社会保障人口問題研究所（国の機関）の略 

将来推計（社人研） 
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（３）外国人人口   

○森町の日本人の人口は減少傾向ですが、外国人の人口はやや増加傾向です。外国人の人口は

総人口の 2.2％を占めており、近年、その割合が高まってきています。 

 

図表 1-３ 日本人と外国人の人口推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）人口動態 

○出生、死亡数による自然動態は、出生数が死亡数を下回る「自然減」が続いており、年々減

少数が増えてきています。 

○転入、転出者数による社会動態は、転入者数が転出者数を下回る「社会減」が続いています

が、近年、減少数がやや縮小している傾向がみられます。 

 

図表 1-４ 出生数・死亡数・転入数・転出数の推移 
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資料：静岡県市町村別推計人口（各年 5月（4 月分集計）～翌年 4月（3 月分集計）） 
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○性別年齢５歳階級別に社会増減の動向（推計値）をみると、進学・就職期とみられる 15 歳

～34 歳の転出が目立っています。一方で、0 歳～9 歳と 35～39 歳の女性、40～44 歳の男性

も転入超過となっています。子どもを連れた子育て世代の転入の傾向が見受けられます。 

 
図表１-５ 性別年齢別社会増減の状況（2010 年～2015 年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○2018(平成 30)年の年代別の転入者数を日本人と外国人の別にみると、日本人では 10 代未満

の転入者が多くなっており、親世代とともに子育て期にある世帯が町外から多く転入してい

ることが伺えます。 

〇こうした状況が、本町の出生数や合計特殊出生率が伸びていない中でも、町内の保育需要が

高まっている一因となっていることも想定されます。 

 

図表１-６ 2018 年度年代別転出入者数 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

資料：平成 27 年国勢調査 
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資料：森町住民生活課 
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80歳
以上
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転出 120 1 2 70 29 12 5 1 0 0
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○日本人と外国人の別にみると、自然動態に対する外国人の影響は小さいですが、転入、転出

の社会動態では、日本人が 108 人の社会減、外国人が 44 人の社会増になっているため、総

数では 64人の社会減となっており、外国人の転入、転出による影響が大きくなっています。 
 

図表１-６ 転入、転出の状況（2019 年度） 

  出生数 死亡数 自然増 転入 転出 社会増 

日本人 71 252 -181 347 455 -108 

外国人 4 1 3 172 128 44 

合計 75 253 -178 519 583 -64 

 
 

○転出者に対するアンケート調査によれば、転出先は町内が最も多く、次いで近隣市となって

います。転出理由は、「就職・転職」（19.0％）、「転勤」（7.0％）、「退職」（6.3％）の職業に

関することが 32.3％で最も多く、次いで「住宅都合」（22.5％）、「結婚・離婚」（11.3％）、

「学校の都合（子どもの学校都合を含む）」（10.5％）となっています。 

 
 

図表１－７ 森町からの転出先、転出理由（アンケート結果） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：転入・転出者等に対するアンケート調査（平成 31 年 3月～4月実施。静岡県） 
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資料：静岡県市町村別推計人口（2019 年 5 月（4 月分集計）～2020 年 4 月（3月分集計）） 
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（５）人口移動 

○通勤・通学による人口移動の状況をみると、主な流出入先としては、袋井市をはじめとする、

県内の近隣５市があげられます。通勤についてみると、袋井市、磐田市では流出が流入を上

回っています。 

 
図表１－８ 流出入先の状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：平成 27 年国勢調査 

流出人口 通勤者 通学者 流入人口 通勤者 通学者

5,013 517 5,134 475

上位５市 流出数 通勤 通学 上位５市 流入数 通勤 通学

袋井市 1,900 1,784 116 袋井市 1,858 1,678 180

磐田市 1,374 1,269 105 掛川市 1,400 1,196 204

浜松市 1,010 878 132 磐田市 1,099 1,016 83

掛川市 909 827 82 浜松市 1,007 1,002 5

静岡市 69 53 16 菊川市 83 81 2

5,530 5,609
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（６）出生率 

○森町の合計特殊出生率（ベイズ推定値）の状況及び静岡県との比較をみると、森町の出生率

は 1998-2002(平成 10-平成 14)年で 1.52 から 1.55 へ若干の増加がありましたが、以降再び

減少に転じており、2013～2017(平成 25－平成 29)年では 1.39 であり、静岡県の 1.54 を下

回っています。 

○静岡県内市町の状況をみると、最も合計特殊出生率が高いのは長泉町（1.80）、次いで袋井

市（1.76）となっています。森町（1.39）は県内 35 市町中 33 番目の下位となっています。 

 
図表１－９ 合計特殊出生率の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図表１－10 静岡県内各市町の 

合計特殊出生率の状況 

（2013 年～2017 年）  

 
 
 
 
 
 
 

※合計特殊出生率は、その年次の 15 歳～49 歳の女

性の年齢別出生率を合計したもので、1 人の女性が

一生の間に生むとしたときの子ども数に相当する。

ベイズ推定値は、小地域間の比較や経年的な動向

をみる場合、特に出生数（標本数）が少ない場合

には、数値が大幅に上下することから、当該市区

町村を含むより広い地域の出生の状況を情報とし

て活用し、これと各市区町村固有の出生数の観測

データとを総合化して当該市区町村の合計特殊出

生率を推定する。 

資料：人口動態保健所・市区町村別統計 
（人口動態統計特殊報告、厚生労働省） 

資料：人口動態保健所・市区町村別統計（人口動態統計特殊報告、厚生労働省） 
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○出生数の推移は概ね減少傾向となっており、2010(平成 22)年の 144 人から 2018(平成 30)年

には 103 人まで減少しています。 

〇母親の年齢別の出生数の推移を見ると、20代の母親の出生数の減少が顕著となっています。

2012(平成 24)年までは 20 代以下の母親、30 代以上の母親の割合はそれぞれ概ね 50%で推移し

ていましたが、2013(平成 25)年頃から 20 代以下の母親の割合が減少し、2017(平成 29)年には

30％未満となっています。母親の出産年齢の高年齢化は、一人の女性が生涯に産む子どもの数

の減少にもつながるものと想定されます。 

 

図表 1－11 出生数，性・母の年齢（５歳階級） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

図表 1－12 母親の年代別の出生の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：静岡県人口動態統計 
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（７）結婚 

○全国的な傾向として、未婚率は男女・各年齢階級（25～29 歳、30～34 歳、35～39 歳）で、

年々上昇し、生涯未婚率も上昇しています。 

○平均初婚年齢については、2017(平成 29)年で夫が 29.9 歳、妻が 27.5 歳で上昇傾向となって

います。 

○森町の未婚率は、県内の他市町と比較しても高く、平成 27 年度の国勢調査を基にした県の

資料によると、20 歳～39 歳の男性では 63.4％、20 歳～39 歳の女性では 50.9％となってお

り、近隣市町に比べても約５ポイント高くなっています。 

〇未婚率の高さや晩婚化は、出生数の減少の一因になっていることも想定されます。 

 
図表１－13 性別年齢別未婚率                図表１－14  

森町及び近隣市町未婚率 

 
男（20 歳～39 歳） 

森 町 63.4％ 

浜松市 57.9％ 

磐田市 59.7％ 

袋井市 54.1％ 

掛川市 57.0％ 

菊川市 56.6％ 

島田市 57.8％ 

女性（20 歳～39 歳） 

森 町 50.9％ 

浜松市 44.6％ 

磐田市 43.1％ 

袋井市 39.8％ 

掛川市 43.0％ 

菊川市 39.8％ 

島田市 46.1％ 

 
図表１－15 初婚年齢の推移 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：平成 27 年国勢調査 

資料：静岡県人口動態統計 
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○産業分類別従業者数についてみると、男性・女性ともに製造業が多く、女性については医療、

福祉関係も多くなっています。産業別の従業者比率を全国と比較した特化係数（※）をみると

農業・林業、製造業、運輸業・郵便業、複合サービス業の係数が高くなっています。特化係

数の高い業種は、農業、林業を除いて比較的従業者の年齢バランスもとれたものとなってい

ます。 

 
 

図表１－16 性別産業分類別従業者数及び特化係数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※特化係数＝森町における就業割合／全国の就業割合 
 
 

資料：平成 27 年国勢調査 
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図表１－17 年齢別産業別就業人口比率 

 

【男性】                   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【女性】 

 
 
 
 
 
 

資料：平成 27 年国勢調査 

5.2 

5.3 

0

8.3 

20.1 

11.8 

13.3 

10.1 

14.3 

12.9 

11.8 

3.3 

12.6 

13.1 

13.9 

23.1 

13.7 

9.2 

19.1 

16.7 

7.0 

5.9 

66.7 

16.7 

22.4 

11.8 

10.0 

19.1 

12.3 

19.4 

20.6 

16.7 

19.4 

19.7 

15.6 

18.5 

24.2 

16.0 

17.7 

21.9 

8.4 

8.5 

33.3 

16.0 

19.1 

11.8 

16.7 

20.6 

16.8 

19.4 

14.7 

18.9 

20.4 

10.7 

11.5 

19.7 

22.1 

12.3 

20.6 

19.8 

11.8 

12.1 

24.8 

23.6 

52.9 

36.7 

26.5 

19.1 

25.8 

17.6 

23.3 

15.5 

16.4 

41.8 

12.7 

33.7 

17.7 

28.4 

12.5 

27.1 

26.8 

28.9 

11.8 

11.8 

23.3 

20.8 

24.4 

19.4 

23.5 

27.8 

22.3 

31.1 

13.9 

20.2 

6.3 

33.1 

12.8 

9.4 

40.5 

41.4 

5.2 

3.0 

2.9 

13.1 

3.2 

11.8 

10.0 

9.7 

9.0 

3.3 

5.8 

11.6 

1.4 

19.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A 農業，林業

うち農業

B 漁業

C 鉱業，採石業，砂利採取業

D 建設業

E 製造業

F 電気・ガス・熱供給・水道業

G 情報通信業

H 運輸業，郵便業

I 卸売業，小売業

J 金融業，保険業

K 不動産業，物品賃貸業

L 学術研究，専門・技術サービス業

M 宿泊業，飲食サービス業

N 生活関連サービス業，娯楽業

O 教育，学習支援業

P 医療，福祉

Q 複合サービス事業

R サービス業（他に分類されないもの）

S 公務（他に分類されるものを除く）

T 分類不能の産業

～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳～

1.7 

1.7 

0

5.7 

15.8 

50.0 

28.6 

17.1 

15.7 

27.7 

16.0 

15.3 

8.7 

19.6 

11.7 

19.5 

14.5 

9.9 

14.3 

16.9 

4.3 

4.3 

16.4 

16.9 

0.0 

42.9 

21.7 

16.2 

12.8 

24.0 

30.5 

18.2 

17.3 

11.2 

19.1 

24.2 

14.9 

15.6 

27.7 

7.1 

6.6 

22.1 

21.2 

0.0 

14.3 

25.7 

17.0 

25.5 

12.0 

20.3 

16.5 

15.3 

21.4 

24.0 

21.0 

14.4 

35.1 

16.9 

16.8 

17.0 

50.0 

24.3 

25.3 

50.0 

14.3 

21.7 

24.3 

23.4 

24.0 

15.3 

22.3 

15.7 

40.3 

22.0 

30.6 

22.1 

27.3 

7.2 

21.6 

21.8 

50.0 

26.4 

16.4 

11.2 

19.5 

10.6 

16.0 

16.9 

24.4 

23.1 

12.6 

13.7 

9.7 

28.2 

6.5 

9.6 

48.6 

48.6 

5.0 

4.4 

2.6 

7.3 

8.0 

1.7 

9.9 

9.0 

2.9 

1.7 

10.5 

1.3 

21.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A 農業，林業

うち農業

B 漁業

C 鉱業，採石業，砂利採取業

D 建設業

E 製造業

F 電気・ガス・熱供給・水道業

G 情報通信業

H 運輸業，郵便業

I 卸売業，小売業

J 金融業，保険業

K 不動産業，物品賃貸業

L 学術研究，専門・技術サービス業

M 宿泊業，飲食サービス業

N 生活関連サービス業，娯楽業

O 教育，学習支援業

P 医療，福祉

Q 複合サービス事業

R サービス業（他に分類されないもの）

S 公務（他に分類されるものを除く）

T 分類不能の産業

～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳～



13 

 
○女性の労働力率の状況を比較してみると、おおよそ各年代で静岡県、全国の割合を上回って

います。 

○正規・非正規の雇用状況としては、男性と比較して女性の非正規雇用の割合が高いものとな

っています。 

 
 

図表１－18 女性年齢別労働力率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※ 労働力率＝「労働力人口」÷「15 歳以上人口（労働力状態不詳を除く）」×100 

労働力とは、満 15 歳以上の人口のうち、就業者・休業者・完全失業者の合計を指す。

学生・家事従事者・病弱者など、職をもたず、職を求めない者の合計は、非労働力人

口と呼ばれる。 

 
図表１－19 性別正規・非正規雇用の割合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：平成 27 年国勢調査 

資料：平成 27 年国勢調査 
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３ 住民の意識・希望に関する分析 

結婚・妊娠・出産・子育てに関する若年世代の意向を把握するため、18 歳から 40 歳までの

町民 1,000 人にアンケート調査を実施しました。これによれば、若年世代の結婚や子どもを持

ちたいという希望は高くなっています。 

 

（１）結婚について 

①未婚や晩婚化の要因 
・未婚や晩婚化傾向の要因としては、「フリーターや所得が低い人が増えている」39.2％が最も多く、

次いで、「束縛されず、自由な生き方を望む人が増えている」33.7％が多くなっています。 

・一般的に、結婚適齢期については、回答全体平均：28.1 歳（男性：28.3 歳 女性：27.8 歳）と

なっています。 
 

図表１－20 【問】結婚しない人や、晩婚の人が増えていると言われている中で、それらの主な

原因は何だと思いますか。<複数回答> 

    

（％）
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対人関係が煩わしく、苦手な人が増えている

結婚する必要性を感じない

一人でも十分な生活が送れる

親から自立できない人が増えている

女性の地位向上や高収入化が進んでいる

適当な相手を探す手段が無い

子どもを欲しいと思わない人が増えている

その他
 

②結婚の意向（未婚の方） 

・「すぐにでも結婚したい」が 10.1％、「婚約中である」が 3.1％、「２～３年以内には結婚したい」

は 16.3％、あわせて 29.5％が数年以内に結婚したい意向があり、「いずれは結婚したい」40.3％を

あわせると、69.8％が結婚意向を持っています。 

・結婚していない理由については、「結婚したいと思う相手に巡り合わない」48.1％が最も多くなっ

ています。 
 

図表１－21 【問】あなたは、今後、結婚したいと思いますか 
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図表１－22 【問】あなたが、結婚していない主な理由はどのようなことですか <複数回答> 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

（２）子どもについて 

①子どもの数の希望 

・全体では「希望したとおりであった」は 70.7％、「希望したとおりではなかった」は 25.6％となって

います。 

・「希望どおりではなかった」割合を、子どもの数別でみると、1 人では 39.5％、2 人では 21.4％、3

人では 12.1％となっており、子供の数が増えるほど割合が小さくなっています。 

・希望したとおりではなかったのは、「経済的な理由」が最も多く 52.9％となっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（「子どもはいない」と回答した方について） 

・「子どもがほしい」が 74.3％、「ほしいと思わない」が 24.3％となっています。 

・子どもが欲しいと思わない理由は「結婚するつもりがないから」47.1％が最も多く、次いで「仕事

や趣味を優先したいから」が 29.4％、「育児が大変だから」20.6％、「子育てにお金がかかるから」

17.6％となっています。 

・もし、子どもがほしいと思わない理由が解消されたとしたら、ほしいと思う子ども数は平均で 1.45

人となっています。 
 

図表１－23 【問】あなたのお子さんの数は、

希望されたとおりでしたか 

図表１－24 【問】希望どおりではなかった理由
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②子育て支援 

・子育てに対する不安についてみると、「子どもの育ちに不安」が 31.6％で最も多く、次いで「自分の

時間が確保できない」が 28.6％となっています。 

・安心して子どもを産むためには、「子育てのための経済的な支援」43.2％が最も多く、次いで「保育

（託児）サービスの充実」が 29.7％となっています。 
 

図表 1－27 【問】子育てについて、不安なことはありますか <複数回答> 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 1－28 【問】安心して子どもを産むためには、どのような支援が必要と思いますか  

<複数回答> 

 
 
 
 
 
 
 
 

図表１－25 【問】あなたは、将

来、子どもがほしい

と思いますか 

図表１－26 【問】子どもがほしいと思わない理由は何で

すか <複数回答> 
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（３）人口減少への対応について 

・「結婚から子育てまで切れ目のない支援を行い、結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる取り

組み」が 34.4％で最も多く、次いで「地域産業の活性化を図り、雇用の拡大を促進する取り組み」

が 17.9％となっています。 
 

図表１－29 【問】森町が人口減少を克服し活力ある社会を目指して、今後取り組むべきことに

ついて、最も重視すべきことをお聞かせください  
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る取り組み

その他
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４ 人口推計 

（１）森町の将来人口推計 

①将来人口 

社人研推計によると、本町の 2040（令和 22）年における人口は、13,680 人となり、2060（令

和 42）年には 9,848 人になると推計されています。 

2015（平成 27）年の国勢調査による人口 18,528 人と比較して、2040（令和 22）年には 4,848

人の減少、2060（令和 42）年には 8,680 人の減少と推計されています。 

また、2060（令和 42）年における年少人口の割合は 11.1％に減少する一方で、老年人口の

割合は、45.0％になるものと推計されています。 

 
図表１－30 国立社会保障・人口問題研究所による推計人口 

 
 
 
 

②人口減少段階について 

社人研による推計において、年齢３区分別人口の将来推計値から本町の人口減少段階（※）

を分析すると、2025(令和 7)年まで老年人口が増加し、年少・生産年齢人口が減少する【第１

段階】、その後は、老年人口が横ばいで、年少・生産年齢人口が減少する【第２段階】を経ず、

年少・生産年齢・老年のすべての人口が減少する【第３段階】へ移行すると推計されます。 

 
図表１－31 人口減少段階の分析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2015 年比

総人口 18,528 17,582 16,597 15,638 14,680 13,680 12,633 11,618 10,696 9,848 53.2%

年少人口比率 12.3% 11.8% 11.4% 11.2% 11.0% 10.9% 10.8% 10.9% 11.0% 11.1% 48.0%

生産人口年齢比率 56.8% 53.2% 50.0% 48.5% 47.9% 46.7% 45.7% 44.4% 43.4% 43.9% 41.1%

老年人口比率 30.9% 35.0% 38.6% 40.3% 41.2% 42.5% 43.5% 44.7% 45.6% 45.0% 77.4%
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 ※2015（平成 27）年における本町の人口及び年齢三階層別の人口をそれぞれ 100 とし、社人研によ

る将来人口の推計値が、2015 年値と比較し、どの程度の割合となるのかをそれぞれ示したもの。 

【第 1 段階】 

老年人口の増加 

年少・生産年齢の減少 

【第３段階】 

老年人口の減少 

年少・生産年齢の減少 
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（２）将来人口推計シミュレーション 

将来人口推計に当たっては、社人研による推計【推計①】を基として、独自推計として、国

の人口置換水準（人口が増減しない均衡した状態となる合計特殊出生率 2.07 の水準）となる

出生率の向上及び社会増減を均衡させることを前提とした検討値を４パターン算出します。 

検討にあたっては、国の長期ビジョン、静岡県の人口ビジョンの設定値を参考としています。 

 

図表１－32 推計の内容 

パターン 内容 設定値 

  合計特殊出生率 社会移動 

推計① 社人研推計 ー  

検討① 

社人研推計に対

し出生率向上、 

社会移動の抑制 

出生率は、国のビジョ

ンと同じ（2040 年に人

口置換水準の 2.07） 

2015 年 1.39～ 

2040 年 2.07 

以降同じ 

社人研推計と同じ 

検討② 県のパターン①と同じ 

2015 年 1.39～ 

2035 年 2.07 

以降同じ 

2025 年以降均衡 

検討③ 県のパターン①´と同じ 

2015 年 1.39～ 

2045 年 2.07 

以降同じ 

2025 年以降均衡 

検討④ 県のパターン②と同じ 

2015 年 1.39～ 

2040 年 2.07 

以降同じ 

2030 年以降均衡 

参考 第 1 期森町人口ビジョン推計 

2015 年 1.50～ 

2030 年 2.07 

以降同じ 

2030 年以降均衡 

 

 

現状の人口動態が今後も続いた場合、【推計①】のとおり、2060（令和 42）年には本町の人

口は約 9,800 人となり、2015（平成 27）年の人口のおよそ 50 パーセントまで人口減少すると

見込まれます。 

この減少をできるだけ食い止めるため、早期の出生率向上（人口置換水準の 2.07）と社会増

減の抑制を行う検討①～④のケースでは、2060（令和 42）年の推計値が第 1期の森町人口ビジ

ョンの目標人口約 13,000 人とほぼ同等か下回ります。 

本町の合計特殊出生率は第 1 期計画時よりも下がっていることから、人口置換水準の 2.07

の到達目標年次を第 1期のときの 2030（令和 12）年から 2035（令和 17）年に遅らせ、社会移

動については、近年社会減が縮小傾向にあることから、第 1 期の 2030（令和 12）年以降均衡

の条件に対して、各種の施策を実施することにより、県推計のパターン①と同様（検討②と同

じ）に 2025（令和７）年以降均衡とすれば、2060（令和 42）年の推計人口は約 13,000 人とな

ります。 
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図表１－33 推計結果 

 
 
 
 
 
 
 
 

図表１－34 推計結果 

 

 

 
 

出生率 社会移動

推計①人口 18,528 17,582 16,597 15,638 14,680 13,680 12,633 11,618 10,696 9,848 9,029 53.2%

検討①人口 18,528 17,556 16,599 15,713 14,861 14,000 13,079 12,187 11,382 10,648 9,954

（出生率） 1.39 1.53 1.66 1.80 1.93 2.07 2.07 2.07 2.07 2.07 2.07

検討②人口 18,528 17,569 16,872 16,270 15,693 15,034 14,378 13,786 13,298 12,893 12,531

（出生率） 1.39 1.56 1.73 1.90 2.07 2.07 2.07 2.07 2.07 2.07 2.07

検討➂人口 18,528 17,547 16,809 16,146 15,489 14,785 14,110 13,491 12,968 12,527 12,125

（出生率） 1.39 1.50 1.62 1.73 1.84 1.96 2.07 2.07 2.07 2.07 2.07

検討④人口 18,528 17,556 16,599 15,897 15,229 14,520 13,809 13,158 12,632 12,198 11,808

（出生率） 1.39 1.53 1.66 1.80 1.93 2.07 2.07 2.07 2.07 2.07 2.07

検討ケース

57.5% 2040年2.07
社人研推計と同
じ

69.6% 2035年2.07 2025年以降均衡

67.6% 2045年2.07 2025年以降均衡

65.8% 2040年2.07 2030年以降均衡
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18,591 
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12,893 
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2010社人研推計

第１期森町人口ビジョン

推計① 2015社人研推計

検討① 2040年2.07、社会移動は社人研

検討② 2035年2.07、社会移動は2025年以降均衡

検討③ 2045年2.07、社会移動は2025年以降均衡

検討④ 2040年2.07、社会移動は2030年以降均衡

第1期森町人口ビジョンでは、

2060年で約13,000人を確保

2015年社人研推計値では、

2060年で１万人を下回る見込み

今回の推計では、

検討②で約13,000人
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５ 人口の変化が地域の将来に与える影響の分析・考察 

（１）地域住民への影響 

・居住人口、年齢構成のアンバランスが生じ、適正なコミュニティの維持が困難となります。 

・年齢構成のアンバランス化は、地域における支え合いや地域活動・活力の維持にも懸念が

生じます。 

・高齢者のみの世帯が増加するなどにより高齢者の生活・介護にも不安が生じます。 

 

（２）生活環境への影響 

・地域活力、消費購買力の低下により、買い物、医療、公共交通といった日常生活に欠かす

ことができない必要な生活サービスの維持が困難となっていきます。 

 

（３）経済活動への影響 

・地域産業における人材不足状況が発生し、企業存続のための人材確保が難しくなり、廃業

等の拡大も懸念されます。 

・後継者不足による農家の廃業・耕作放棄地等の増加が懸念されます。 

・国内市場の縮小及び産業構造の転換の進行、既存町内企業の新展開(製品イノベーション・

海外で稼いで国内事業へ環流する)が求められます。 

・高齢者層の増加による医療・介護福祉サービスの産業は拡大することが考えられます。 

・余暇活動として観光ニーズの高まり、観光ビジネスの強化が求められます。 

 

（４）行財政運営への影響 

・公共施設やインフラの維持管理費への影響（負担増）が考えられえます。 

・労働人口の減少に伴う税収減が進行していきます。 

・社会保障費等の財政需要、税収への影響が考えられます。 
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６ 人口の将来展望 

（１）目指すべき将来の方向性 

人口減少に対応するためには、出生率の向上により人口減少に歯止めをかけ、人口規模の安

定と人口構造の若返りを促すとともに、転出入人口の均衡により、一定の人口規模を確保して

いく必要があります。 

 

本町においては、少子高齢化が一層進むとともに、近い将来（2025 年）には、年少人口(０

～14 歳)、生産年齢人口(15～64 歳)、老年人口(65 歳以上)のいずれも減少していくことが見込

まれます。このため、町内での出生人口の向上が急務となること、また、若年世代の結婚・妊

娠・出産・子育ての希望をかなえ、出生率の向上に重きを置いた取り組みを進めることが重要

となります。 

 

併せて、雇用の場を確保するなど、一時的に転出する若者の呼び戻しや町外からの転入を図

り、町内への定住を促進することが必要です。 

 

こうしたことから、人口減少を克服し、活力ある森町を今後も維持するため、本町が目指す

将来の方向性として、次の基本的方針を定めます。 

 
 

◆結婚・出産・子育て◆ 
・若年世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえ、人口減少に歯止めをかける。 

 
◆町内定住◆ 

・家族形成期世帯の定住、一時転出層の呼び戻し、外部からの流入を促す。 

 
◆地域経済の活性化◆ 

・産業の振興と地域内での安定的な雇用の確保や、地域資源を活かした新たなにぎ

わいを創出する。 

 
◆生活環境の整備◆ 

・町民だれもが安全・安心に暮らせる生活環境を維持、整備する。 
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（２）人口の将来展望 

国及び県の将来ビジョンや本町の人口動態分析、町民アンケート結果等を踏まえ、町の将来

の人口規模を展望します。 

静岡県及び国の長期ビジョンにおける合計特殊出生率の目標を踏まえ、本町の合計特殊出生

率を 2035（令和 17）年までに人口置換水準である 2.07 に向上させることを目指します。また、

町外への流出超過を抑制しつつ、町内への定住を促進することにより、2025（令和７）年以降

の社会移動を均衡とすることにより、2060（令和 42）年における社人研の推計と比較して約

3,000 人の人口減少を抑制し、人口約 13,000 人の確保を目指します。この目標値は、第 1期森

町人口ビジョンと同様です。 

 
○人口減少を緩やかにする施策の着実な実施により 

2060（令和 42）年に約 13,000 人を確保する 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

◎社会移動を抑制する 

2025（令和 7）年以降の社会移動（転出入数）を均衡とする。 

・ファミリー形成期の世帯の定住を促す 
・進学等による流出人口の町内Ｕターンを促す 
・居住地としての魅力を高める 

◎出生率を向上する（合計特殊出生率） 

2035（令和 17）年までに 2.07 を実現、2035 年以降もこれを維持する 

・若い世代の婚姻率を高める 
・町民が希望する子どもの数を実現する 

2060（令和 42）年で 

約 13,000 人を確保 

約 3,000 人の減少抑制 


